




〔緒言〕 

薬物喘息を誘発する薬物としては,aspirin をはじめとする非ステロイド性抗炎症薬がよ

く知られている。しかし,これらの薬物喘息に関する基礎的研究は少ない。われわれは,す

でにイヌを用いて薬物吸入下に気道抵抗を連続的に測定する方法を考案し,この方法によ

り aspirin および indomethacin による気道抵抗の増大を観察した。 

アスピリン喘息の発症機序については,種々の考察がみられる。なかでも,非ステロイド性

抗炎症薬による prostaglandins 合成阻害作用がその一つとして挙げられている。そこで,

今回はまず.prostaglandin E2(PGE2)との併用適用における aspirin,indomcthacin の気道

収縮反応を検討した。さらに,実験的アレルギー喘息あるいは histamine喘息時における気

道収縮には,気道平滑筋に対する直接作用以外に,迷走神経を介する反射性の気道収縮が関

与している。したがって,今回はアスピリン喘息における迷走神経反射の関与についても検

討を加えた。 


